
- 1 -

「みどりがおか」 令和７年６月30日（月）

第42号（文責：安藤真二）

「考える」

私たちは意識してるかしてないか別にし

て、常に「考える」ことをしている、と思

われる。

（ユリ 川南ＰＡ 2025.5.26）

言うまでもないが、考えるとは、「知識

や経験などに基づいて、筋道を立てて頭を

働かせる」ことだから、何らかの判断や結

論を導き出したり、こうではないかと予測

したり、何かを決定したりと言うことにな

るだろう。

また、何か気になることについて、あれ

これと思いをめぐらすことも日常的にある

だろう。そこから、新しい工夫、アイデア

が生まれたりすることもあるだろう。

（キンシバイ 川南ＰＡ 2025.5.26）

ただ、考えるときに良くも悪くも感情が

深く関わってくるように思う。

定期テストがだんだん迫ってくると、担

任から、「計画的に勉強しなさい」「あと

３日だよ」などと言われ、「素直にそうし

なきゃ」と思う自分と、「大人は勉強しな

くていいなぁ」「テストなんてなければい

いのに！」と思う自分がいた。

（デユランタ 延岡市中島町 2025.5.27）

自分の考えることと感情がクロスし、そ

のバランスが微妙に変化していく自分の考

え。大切だとわかっている。でも、その気

持ちを、感情がコントロールすることもし

ばしば……。

なんと人というのはやっかいなのだろう

か？時に思う。「私は、猫になりたい！」

好きなときに食べて、居眠りして、散歩し

て、甘えたい時に甘えて……

なれないだろうけどね……！

（アジサイ 延岡市緑ヶ丘 2025.5.29）


